
 書式第１２号（法第２８条関係）

事　業　報　告　書 　

2025年4月1日から2026年3月31日まで  

特定非営利活動法人　快医学ネットワーク

 １　事業の成果

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

 ２　事業の実施に関する事項

 （１）特定非営利活動に係る事業

事業名 事　業　内　容

（千円）

2025/4/1～ 30人

・活生器の普及 2026/3/31 ～40人
・各講座のDVDを制作普及 1,028

500人

2025/4/1～

2026/3/31 20～30人 357

・保養活動のサポート 500人
・福島支援手ぬぐいの販売

・日タイ交流セミナーの開催

2025/4/1～ 310

2026/3/31 40人

2025/4/1～

2026/3/31 10人 1,656

不特定多数

プロポリス・書籍等

2025/4/1～ 1,008
2026/3/31 2人

不特定多数

法人事務所

2025/4/1～ 2人 不特定多数 0
2026/3/31

 （２）その他の事業 　※定款変更により削除

中南米でバイオヘルス健康運動を展開する井上アトム氏の来日セミナーツアーをサポートし、快ネット主催のセミナーも企画
した。各地の快ネットメンバーやアトム氏のファンの人たちをつなぎ、新たな関係が生まれた。結果4月～7月頭まで、全国17
か所で動禅・バイオヘルスセミナーが開かれた。

熊本で快医学世界大会を開催、タイ、コロンビアからの参加もあり、Zoomでネパール、タイ、パレスチナの人たちの現状を聞
いくことができた。世界大会翌日から２日間開催された熊本の実行委員会による快オーガニックフェスに参加協力し、熊本の
快医学メンバーと交流を深め、快医学を来場者に伝えることができた。

・健康自立の知識の普及およびセミ
ナーの開催と各地の講座開催のサ
ポート

健康に関する講習
会等の開催事業

・災害による健康被害から身体を守
る知識の普及とセミナーを開催

事務局の名簿管理、会計作業を理事間で分担しており、会員更新記録をダブルチェックするようになり、スムーズに事務作業
が行われるようになった。

会員及び健康と
環境保全を志す
方々

環境保全を図るた
めの体験会等の開
催事業

東京・埼玉・千葉・長
野・山梨・福島・山形・
新潟・広島・岡山・熊本

会員及び健康自
立を志す方々

・環境保全と健康自立を併せた企画
として、熊本での快オーガニック
フェスに参加協力

・福島東葛活動報告会開催

その他目的を達成
するために必要な
事業

健康に関わる国際
交流事業

会員及び海外で
伝統医療・健康
自立を志す方々
200人
不特定多数

法人事務所
委託

会員及び快ネッ
トの手当てを学
び実践する方々

・瓜生文庫記録として保存（WEB）

会員及び快ネッ
トの健康情報に
関心をもつ方々

健康増進のための
物品の紹介事業及
び販売事業

・子ども向けリーフレット販売

法人事業所
委託　ほか

健康に関わる情報
の収集と提案・発
信の事業

・快ヘルプ、生活快ネットML

・肥田舜太郎先生お話会ブックレッ
ト販売

・ネパール、タイとつながって交流
・快医学世界大会の開催。
・井上アトム氏の来日セミナー開催

・「快ネット通信」発行　年4回

タイ・日本・ネパール・
メキシコ・コロンビア・
パレスチナ

・ホームページ

2025年令和7年度

各理事がそれぞれの地で快医学セミナーや手当会を開催したり、快医学を紹介したりして、新たな会員が増えた。

ホームページで動画の配信も始めた。イベント更新担当を置き、更新がタイムリーになった。

北海道・秋田・岩手・福
島・山形・埼玉・東京・
神奈川・千葉・長野・山
梨・静岡・愛知・滋賀・
和歌山・奈良・京都・大
阪・兵庫・岡山・広島・
山口・香川・愛媛・熊
本・福岡・長崎

福島・東葛原発被災者支援活動報告会を開催。急逝した香取直孝氏の追悼映画上映会を行い、「3.11原発事故のトラウマに寄
り添う」テーマで、相馬市のメンタルクリニックなごみの精神科医蟻塚亮二氏のインタビュー映像を上映した。参加者それぞ
れの原発事故後の心身の打撃にどう向き合ってきたかを語り合った。

受益対象者
の範囲

及び人数

事業費の
金　額

年4回通信の内容にも力を入れた。特集を組み、各地の講座の様子を知らせ、会員の手記をのせて、健康自立の情報発信を行っ
た。紙媒体からWEBでの発行への移行を模索している。

岡山イノチテラスにて1泊2日で、快医学ネットワーク総会と井上アトム氏のバイオヘルスワークショップ、楽健法の講座を開
催。イノチテラスの快ネットメンバーが中心に新旧会員が集う場を作り、イノチテラスの見学もして、交流と学びが深まっ
た。

快医学を子どもに紹介するためのリーフレット「自分のいのちは自分で守る」の頒布を進めた。

活生器の製造継続のため、現在の製陶業者と連絡を取り、話し合いを継続している。

実　施
日　時

実　施
場　所

従事者
の人数

本郷事務所での定期的な快医学入門、14時間講座を我妻氏と共催。快医学が広がり、新たな会員が増えた。


